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官
営
八
幡
製
鉄
所
に
お
け
る
鉱
石
輸
送

大

島

久

幸

は
じ
め
に

1

八
幡
製
鉄
所
に
お
け
る
自
社
船
輸
送

2

大
冶
鉄
鉱
石

・
漢
陽
銑
鉄
輸
送
と
三
菱
商
事

・
三
井
物
産

3

マ
レ
i
鉄
鉱
石
輸
送
と
南
洋
鉱
業

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、

一
九
〇
〇
年
代
か
ら

一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
八
幡
製
鉄
所
に
お

け
る
輸
入
原
料
鉱
石
の
輸
送
の
実
態
に

つ
い
て
、

一
次
資
料
を
用
い
て
実
証
的
に
分

析
す
る
こ
と
で
、
同
所
に
お
け
る
物
流

の
経
営
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

八
幡
製
鉄
所
の
原
料
鉱
石
輸
入
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
豊
富
な
先
行
研
究
が
存
在

す
る
。
し
か
し
、
本
来
、
製
鉄
業
に
と

っ
て
生
産
費

の
大
き
な
部
分
を
占
め
、
経
営

的
自
立
化
の
基
礎
で
あ
る
べ
き
原
料
輸
送

の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
克
服
さ
れ
た
の
か

と
い
う
観
点
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
八
〇
年
代
ま
で
に
活
発
に
行
わ
れ
た
日
本
資
本
主
義
全
体
の
構
造
把
握

と
い
う
視
覚
か
ら

の
研
究
や
九
〇
年
代
の
制
度
史
的
研
究
で
は
、
輸
送
史
的
観
点
は
、

あ
く
ま
で
生
産
活
動
に
か
か
わ
る
副
次
的
論
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
し
か
与
え
ら
れ

て
こ
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

数
少
な
い
先
行
研
究
と
し
て
、
大
冶
鉄
鉱
石
輸
送
に

つ
い
て
は
、
佐
藤
昌

一
郎
氏

の
研
究
が
あ
り
、

マ
レ
ー
鉄
鉱
石
輸
送
に

つ
い
て
は
、
奈
倉
文
二
氏
の
研
究
が
あ
る
。

前
者
で
は
、
国
家
資
本
と
財
閥
資
本
と
の
結
合
関
係
の

一
側
面
を
示
す
も
の
と
し
て
、

三
菱
に
よ
る
大
冶
鉄
鉱
石
輸
送
が
論
じ
ら
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
、
南
洋
鉱
業
に
よ

る

マ
レ
ー
鉱
石
輸
送
の
問
題
に
つ
い
て

一
次
資
料
を
用
い
て
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ

て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
先
行
研
究
を
踏
ま
え

つ
つ
、
対
象

時
期
を
通
じ
た
八
幡
製
鉄
所
の
鉱
石
輸
送
全
体
に
対
す
る
取
組
み
を
実
証
的
に
分
析

し
て
い
き
た
匝
・

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
急
速
に
交
通
史
と
産
業
史
を
架
橋
す
る
研
究
が
蓄
積
さ
れ

つ

つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
渡
邉
恵

一
氏
の
研
究
で
は
、
製
鉄
業
同
様
に
輸
送
が
経
営
上
、

重
要
な
意
義
を
有
す
る
セ
メ
ン
ト
産
業
を
取
り
上
げ
、
産
業
と
流
通
の
関
係
に
関
し
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て
体
系
的
な
把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
浅
野
セ
メ
ン
ト
で
は
当
初
、

既
存

の
在
来
的
流
通
条
件
に
受
動
的
対
応
し
て
い
た
が
、
産
業
革
命
期
の
鉄
道
発
達

に
伴
う
近
代
的
流
通
条
件

の
整
備
、
セ
メ
ン
ト
需
要
の
拡
大
と
過
剰
生
産
に
伴
う
企

業
間
競
争

の
激
化
と
い

っ
た

一
連

の
経
緯
の
な

か
で
、
企
業
側
が
流
通
条
件
に
対
し

て
能
動
的
に
対
応
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
特
に

一
九
二
〇
年
代

の

「慢
性
不
況
」
期
に
な
る
と
過
剰
生
産
を
抱
え
た
企
業
の
コ
ス
ト
意
識
が
高
ま
り
、

川
上
部
門
の
物
流
を
担
当
す
る
企
業
と
の
階
層

的
、
非
対
称
的
関
係
が
構
築
さ
れ
て

い
っ
た
点
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
産
業
に
お
け
る
輸
送
史

的
研
究
を
意
識
し
つ
つ
、
八
幡
製
鉄

所
が
そ
の
経
営
基
盤

の
確
立
に
際
し
て
、
原
料
調
達
物
流
に
い
か
な
る
対
応
を
し
て

い
っ
た
の
か
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

1

八
幡
製
鉄
所
に
お
け
る
自
社
船
輸
送

八
幡
製
鉄
所
で
は
、
早
く
か
ら
自
社
船
を
保
有
し
、
原
料
鉱
石
他
の
輸
送
を
内
部

化
し
て
い
た
。
自
社
船
保
有

の
契
機
は
、
第

一
次
拡
張
工
事
に
伴
う
、
海
外
原
料
輸

送
量
の
増
加
で
あ

っ
た
。
製
鉄
業
に
強

い
関
心
を
持

つ
海
軍
当
局
が
、
日
露
戦
中
に

掌
捕
し
た
汽
船
の

一
部
を
製
鉄
所
の
輸
送
に
供
す
る
た
め
に
農
商
務
省
に
移
管
し
た

こ
と
が
そ
の
契
機
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
露
戦
後
期
に
は
、
八
幡
製
鉄
所

は
、
自
社
船
五
隻
、
総
噸
数

一
万
四
四
六
二
ト

ン
を
有
す
る
大
手
運
航
業
者
と
し
て

の
側
面
を
有
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

な
お
、
日
露
戦
後
に
お
け
る
八
幡
製
鉄
所
の
自
社
船
を
示
す
と
第
1
表
の
ご
と
く

で

あ

っ
た

。

(単位 トン)第1表 日露戦後における八幡製鉄所自社船

備 考竣工年代総噸数船 名

1931年 売 却1902年1,367広南丸

1929年 売却1889年1,492吉林丸

1930年 売却1893年3,159恵山丸

1920年 沈 没1898年3,755汐首丸

1917年 ドイ ツ潜水 艦 に よ り撃沈1898年4,689影島丸

14,462合計

[備考]『 日本 製鉄 株式 会社 史』433頁 よ り作成 。

(単位 トン)第2表 八幡製鉄所輸送実績(1911年)と 自社船輸送能力

内部化 率(A/B)能力自社船輸送能力数量輸送実績

37,000

42,000

広 南丸(八 幡/阪 神 ・京 浜)

吉林 丸(八幡/阪 神 ・京浜)

176,564鋼材生産高

44.7%79,000合計(B)176,564合 計(A)

70,000恵 山丸(朝鮮 ・華 中/八 幡)234,341朝鮮 ・中国鉱石入荷高

85,000汐首 丸(朝鮮 ・華 中/八 幡)84,776朝鮮 ・中国石炭入荷高

48.6%155,000合計(B)319,117合 計(A)

[備考]第1表 に同 じ。
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た
だ
し
こ
れ
ら
自
社
船
は
、
当
初
、
日
本
郵
船
、
三
井
物
産
や
松
商
洋
行
に
裸
傭

船
で
運
航
さ
れ
、
八
幡
製
鉄
所
が
自
社
運
航
す
る
体
制
に
移
行
し
た
の
は
、
大
正
期

に
、
製
鉄
所
の
組
織
整
備
が
進
ん
で
以
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
正
期

に
入
る
と
、
広
南
丸
、
吉
林
丸
の
小
型
船
二
隻

は
販
売
部
製
品
課
に
配
し
、
主
と
し

て
阪
神

・
京
浜
地
域

へ
の
鋼
材
輸
送
に
当
た
る
と
と
も
に
、
恵
山
丸
、
汐
首
丸
の
大

型
船
二
隻
を
経
理
部
運
輸
課
に
所
属
さ
せ
、
主
と
し
て
大
冶
鉄
鉱
石
、
大
連

・
青
島

の
石
炭
及
び
苦
灰
石
な
ど
の
原
料
輸
送
に
当
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
れ
ら
自
社
船
の
輸
送
能
力
は
、
あ
く
ま
で
原
料
輸
送
に

一
部
を
担
当
す

る
に
過
ぎ
ず
、
社
内

の
輸
送
需
要
を
十
分
に
満
た
す
状
況
に
は
な
か

っ
た
。
明
治
末

の
状
況
を
第
2
表
で
確
認
し
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
八
幡

製
鉄
所
の
自
社
船
運
航
能

力
は
、
明
治
末

の
段
階
で
も
輸
送
需

要
に
対
し
て
、
鋼
材
、
原
料
と
も
に
半
分
以
下

の
能
力
し
か
有
し
て
い
な
か

っ
た
。

し
か
も
、
原
料
輸
入
量
は
、
グ
ラ
フ
ー
に
見
る
よ
う
に
大
正
期
に
入

っ
て
逐
年
、
増

加
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
輸
送
需
要
は
増
大
傾
向
に
あ

っ
た
。

こ
の
間
、
香
椎
丸

(建
造
年

一
九
二
九
年
、
総
噸
数
三
二

一
八
噸
)
、
宗
像
丸

(同

一
九
三
〇
年
、
三
三
三
三
噸
)
の
二
隻
が
昭
和
期
に
入

っ
て
老
朽
船

の
代
船
と
し
て

建
造
さ
れ
た
が
、
同
所
に
お
い
て
そ

の
輸
送
力

が
大
き
く
増
強
さ
れ
る
こ
と
は
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
八
幡
製
鉄
所
で
は
、
原
料
輸
送
の

一
部
に

つ
い
て
、
自
社
船
を
保

有
し
て
内
部
化
し
て
い
た
が
、
全
体
と
し
て
は
内
部
化
の
比
率
を
大
き
く
後
退
さ
せ

つ
つ
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
こ
う
し
た
自
社
船
所
有
に
基
づ
く
輸
送
は
、
経

営
的
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
し
て
い
た

の
か
。
大
き
く
二

つ
の
点
が
指
摘
で
き
よ

.つ
。第

一
は
、
取
引
相
手
に
対
す
る
バ
ー
ゲ

ニ
ン
グ
パ
ワ
ー
と
な
る
点
で
あ
る
。
自
社

船

の
運
航
実
績
は
、
業
者
と
の
交
渉
に
際
し
て
、
そ
の
契
約
の
基
準
と
さ
れ
、
自
社

輸
送
能
力
が
交
渉
を
有
利
に
す
る
手
段
と
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
後
述

の
よ
う
に
、
同
所
の
鉱
石
運
賃
は
概
し
て
低
水
準
で
推
移
し
た
こ
と
や
、
自
社
船
保

有
に
対
す
る
業
者
か
ら
の
反
対
も
あ

っ
た
と
さ
れ
る
の
も
、
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
原
料
安
定
供
給
の
た
め
の
臨
時
的
備
え
と
し
て
の
意
義
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
自
社
船
は

「時
に
そ
の
緊
急
配
船
に
よ

っ
て
貯
蔵
原
料
不
足
に
よ
る
操
業
上
の

支
障
を
の
ぞ

(
い
た
)
」
と
さ
れ
、
経
営
上
、
臨
時
的
に
発
生
す
る
輸
送
の
た
め
の
予

備
能
力
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

2
.
大
冶
鉄
鉱
石

・
漢
陽
銑
鉄
輸
送
と
三
菱
商
事

・
三
井
物
産

本
章
で
は
、

一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
八
幡
製
鉄
所
の
原
料
鉱
石
と
し
て
重
要
な

地
位
を
占
め
た
大
冶
鉄
鉱
石
の
輸
送
の
実
態
に

つ
い
て
分
析
す
る
。
な
お
、
大
冶
鉱

石
輸
入
に
つ
い
て
は
、
漢
冶
蓉
公
司
借
款
研
究
と
し
て
、
日
本
帝
国
主
義

の
性
格
規

定
と
も
関
連
し

つ
つ
究
明
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
三
菱
合
資

・
三
菱
商
事
に
よ
る

大
冶
鉄
鉱
石
輸
送
や
三
井
物
産
に
よ
る
漢
陽
銑
鉄
輸
送
は
、
国
家
資
本
と
財
閥
の
強

い
結
び

つ
き
を
示
す
好
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
ら
論
点
と
の

関
連
も
含
め
、
以
下
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【三
菱
合
資

の
大
冶
鉄
鉱
石
輸
送
】

一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
八
幡
製
鉄
所
の
原
料
鉱
石
の
大
半
が
、
中
国

・
大
冶
か
ら

輸
入
さ
れ
て
い
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る

(グ
ラ
フ
ー
参
照
)
。
そ
の
際
、
大
冶

鉱
石
の
輸
送
は
自
社
船
輸
送
に
よ
る
分
を
除
い
て
、
明
治
期
以
来
、
三
菱
が
担
当
し

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
三
菱
合
資
で
は
、

一
八
九
九

(明
治
三
二
)
年
に
大
冶
鉄
鉱

一
31
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グラフ1八 幡製鉄所鉄鉱石供給先推移

[備考]奈 倉文 二 『日本 製鉄 業 史の研 究』近藤 出版 社、1984年 、16頁よ り作成。

石
輸
送
契
約
を
締
結

し

、

同

年

、

三

菱

合

資
定
款

の
営
業
課
目

に
船
舶
運
送
業
が
追

加
さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。三

菱

は

、

当

初

、

大
冶
鉄
鉱
石
輸
送
に

社
船
飽
浦
丸

(
一
七

一

七

ト
ン
)
を

当

て

て
輸

送

を

行

う
が
、

九
〇

二
年

に

は
、
同
輸

送

に
適
し
た
若
松
丸

(G

T

二

七

七

四

ト
ン
)
、

大

冶
丸

(同
二
、
七
九
五

ト
ン
)

の

二

隻

を

新

た

に

建

造

し
、
鉱

石
輸

送

に
従
事
す

る

こ
と

と

　
ゆ

　

な

っ
た
。

第

一
次

大

冶
鉄

鉱

石
運
送
契
約
の
期
間

は

一
九
〇
〇

(明
治
三

三
)
年
か
ら

一
九

一
〇

年

ま

で
の

○
年

間

で
あ

っ
た
が
、
第
3
表
に
見
る
よ
う
に
、
当
初

の
輸
送
量
は
二
万
ト
ン
に
満
た
ず
、

そ
の
後
七
万
ト
ン
に
ま
で
増
加
す
る
が
、

一
九
〇
四
年
ま
で
は
む
し
ろ
減
少
傾
向
に

あ

っ
た
。
し
か
し
、
日
露
戦
後
に
な
る
と
輸
送
量
は
大
幅
に
増
加
し
、

一
九
〇
六
年

に

は

一
〇

万

ト

ン
台

と

な

り

、

以

後

、

一
九

一
二

年

に

は

二

〇

万

ト

ン
台

、

一
九

一

五
年
に
は
三
〇
万
ト
ン
台
と
大
正
期
に
も
そ
の
輸
送
量
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
。

で
は
、
八
幡
製
鉄
所
と
三
菱
合
資

の
輸
送
契
約
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有

単位 トン第3表 三菱合資時代における大冶鉄鉱石輸送高の推移

考備鉱石輸送高年次

八幡製鉄所と10ヵ年の輸送契約締結

大冶鉱石輸送契約更新(9月)

東 亜通商 と大冶鉱 石輸 送契 約(2月)

東 亜通 商関係31,650㌧

東 亜通 商関係19,400㌧

15,7671900(明 治33)年

71,7081901年

49,7581902年

54,1431903年

39,6561904年

94,3201905年

105,0001906年

103,8001907年

130,0001908年

105,5171909年

106,0601910年

137,5271911年

200,0531912年

265,3001913(大 正2)年

292,4001914年

300,3501915年

288,8701916年

[備考]『三 菱商 事社 史』1986年 、97頁よ り作成 。
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し
て
い
た
の
か
。

な
お
、

一
九
〇
〇

(明
治
三
三
)
年
の
契
約
書
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
昌

一
郎
氏
が

す
で
に
丹
念
な
分
析
を
行

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
契
約
は
後
掲
の

一
九

一
〇
年
代

の
契
約
書
と
内
容
を
大
き
く
異
に
し
て
お
り
、
実
施
段
階

の
い
ず
れ
か
の
時
点
に
お

い
て
、
大
き
な
変
更
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
実
施
段
階
が
判
明

す
る

一
九

一
〇
年
代

の
両
者
の
契
約
内
容
を
確

認
す
る
に
留
め
た
い
。

さ
て
、
判
明
す
る

一
九

一
六

(大
正
五
)
年

の
契
約
書
の
う
ち
、
関
連
す
る
主
要

な
項
目
を
挙
げ
る
と
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

大
冶
鑛
石
運
搬
契
約
書

支
那
大
冶
鉱
石
運
搬
請
負
ノ
件
二
関
シ
製
鉄
所
長
官
押
川
則
吉

(以
下
単

二
甲
ト

称
ス
)
ト
三
菱
合
資
会
社
業
務
担
当
社
員
男
爵
岩
崎
久
弥

(以
下
単

二
乙
ト
称
ス
)

ト
ノ
間
二
左
ノ
契
約
ヲ
締
結
ス

第

一
条

乙
ハ
大
正
五
年
四
月

一
日
以
後
大
正

一
五
年
三
月
末
日
迄
拾
ヶ
年
間
毎
年
二
五
万

噸
乃
至
四
〇
万
噸
ノ
大
冶
鉱
石
ノ
運
搬
ヲ
為

ス
ベ
シ

但
シ
一
千

「キ
ロ
」
ヲ
以
テ

一
噸
ト
ス

毎
年
度
ノ
運
搬
数
量
ハ
前
年
度

二
於
テ
甲
ヨ
リ
乙
二
通
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条

本
契
約
期
間
中
第

一
条

二
依
ル
鉱
石
ノ
数
量
ヲ
四
〇
万
噸
以
上
二
増
加
ス
ル
必
要

ア
ル
ト
キ
ハ
本
契
約

二
準
シ
甲

ハ
乙
ヲ
シ
テ
其
全
部
ヲ
運
搬
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

但
シ
本
増
量
額
二
対
ス
ル
運
搬
賃

ハ
別
二
協
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
条

本
輸
送
ノ
方
法

ハ
海
洋
船
ヲ
以
テ
大
冶
ヨ
リ
八
幡
直
航

二
輸
送
ス
ル
カ
又
ハ
大
冶

ヨ
リ
蕪
湖
迄
曳
船
艀
ヲ
以
テ
輸
送
シ
蕪
湖

二
於
テ
海
洋
船

二
積
替

へ
八
幡

二
輸
送

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
蕪
湖
積
替
輸
送
ノ
場
合
ノ
手
続
二
関
シ
テ
ハ
別
二
協
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
条

大
冶
製
鉄
所
間
鉱
石
運
賃

ハ
輸
送
数
量
ノ
多
寡

二
従
ヒ
逓
次
二
左
ノ
賃
率

二
依
ル

モ
ノ
ト
ス

一
、
輸
送
数
量
十

一
万
ト
ン
以
下

一
噸
二
付
金
二
円
八
〇
銭

二
、
十
二
万
噸
ヲ
超
ユ
ル
輸
送
数
量

一
噸
二
付
金
二
円
六
〇
銭

三
、
二
五
万
噸
ヲ
超

ユ
ル
輸
送
数
量

一
噸

二
付
金
四
円

前
項
運
賃
ノ
外
大
冶
二
於
ケ
ル
鉱
石
積
込
賃
及
製
鉄
所
二
於
ケ
ル
鉱
石
陸
揚
賃

ハ

甲
ノ
負
担
ト
ス

(途
中
省
略
)

第
九
条

本
契
約

ハ
大
正
五
年
四
月

一
日
ヨ
リ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
明
治
四
三
年
九
月

一
二

日
締
結
ノ
運
搬
契
約
及
明
治
四
五
年

一
月

一
七
日
ノ
追
加
契
約

ハ
本
契
約
実
施
ノ

日
ヨ
リ
解
除
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

(以
下
省
略
)

大
正
五
年
四
月

一
日

製
鉄
所
長
官

押
川
則
吉

三
菱
合
資
会
社
業
務
担
当
社
員

男
爵
岩
崎
久
弥

上
掲
の
大
冶
鉱
石
運
搬
契
約
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
輸
送
量
に
応
じ
て
運
賃

を
予
め
設
定
し

(第
四
条
)
、
こ
れ
が
長
期
間
固
定
さ
れ
る
契
約
に
な

っ
て
い
る
点
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で
あ
る
。
船
積

・
陸
揚
賃
が
八
幡
製
鉄
所
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
分
の

変
動
は
あ
る
も
の
の
大
冶

・
八
幡
間
の
運
賃

の
変
動
リ
ス
ク
は
基
本
的
に
三
菱
が
負

う
と
い
う
契
約
内
容
に
な

っ
て
い
る
。

な
お
、
上
掲
契
約
書
は
、
第

一
次
契
約

(
一
九
〇
〇
年
～

一
九

一
〇
年
)
契
約
終

了
後
に
締
結
さ
れ
た
第
二
次
契
約

(
一
九

一
〇
～

一
九
二
〇
年
)

の
途
中
に
お
け
る

更
新
と
な

っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
輸
送
可
能
数
量

の
増
加
に
伴
う
改
定
で
あ

っ
た

と
お
も
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
当
初
、
三
菱
の
鉱
石
積
取
は
長

江
増
水
期
の
み
で
あ

っ
た
が
、
輸
送

量
増
加

へ
の
対
応
と
し
て
、
減
水
期
に
も
輸
送
を
可
能
に
す
る
べ
く
蕪
湖
に
中
継
貯

鉱
場
を
設
け
て
、
大
冶
よ
り
艀
輸
送
に
よ
り
貯
鉱
し
、
蕪
湖

の
本
船
積
取
り
を
開
始

し
た
。
こ
の
結
果
、
上
掲
契
約
書
で
は
、
輸
送

可
能
量
も
四
〇
万
ト
ン
に
増
量
さ
れ

て
い
る

(第

一
、
三
条
)
と
思
わ
れ
る
。

契
約
書

の
う
ち
、
特
に
留
意
す
べ
き
は
固
定

運
賃
の
相
場
で
あ
ろ
う
。

一
九

一
〇

年
に
設
定
さ
れ
た
第
二
次
契
約
で
は
、

一
〇
年

間
固
定
の
引
受
け
運
賃
は
、
二
円
八

〇
銭

(
一
二
万
ト

ン
以
上
は
二
円
六
〇
銭
)
と
さ
れ
て
お
り
、
上
掲
契
約
書
で
も
新

規
増
加
分
が
四
円
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も

の
の

(だ
だ
し
冬
季
輸
送
に
伴
う
増
加
分

に
つ
い
て
は
、
大
冶
/
蕪
湖
間
の
艀
送
運
賃
と
積
卸
費
用
が
別
途
か
か
る
た
め
、
実

質
的
に
は
新
増
加
分
も
値
上
げ
に
は
な

っ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
)
、
基
本
的
な
運

賃
設
定
に
は
変
更
が
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
契
約
更
新

の
時
期
は
、
第

一
次
大
戦
時

の
未
曾
有
の
運
賃
高
騰
期
に
当
た

っ
て
お
り
、
契
約

の
固
定
運
賃
は
市
場
相
場
と
大

き
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

以
上
の
点
に
関
し
て
、
漢
陽
銑
鉄
の
輸
送
を
引
き
受
け
て
い
る
三
井
物
産
が
当
時

の
三
菱
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

「三
菱

ハ
御
承
知

ノ
如
ク
長
江
若
松
問

ノ
荷
物
四
十
萬
噸
ヲ
運
搬
セ
サ
ル

ヘ
カ

ラ
サ
ル
義
務
ヲ
有

シ
、
我

々
モ
漢
陽
若
松
間
ノ
銑
鉄
運
搬
ト
同
様

二

(三
菱

ハ

我

々
ヨ
リ
後

二
運
賃
ヲ
改
正
セ
リ
)
非
常

二
安
値

二
契
約
シ
居
リ
此
損
毛
タ

ル

ヤ
蓋
シ
驚
ク

ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
、
勿
論
三
菱

ハ
是
レ
カ
為
メ
ニ
引
当
テ
タ
ル
モ

ノ
三
四
艘
ア
ル
ヲ
以
テ
此
引
当
船
ノ
利
益
ヲ
見
込

マ
サ
レ
ハ
別

二
苦
痛
モ
ナ
キ

モ
ノ
ナ
ラ

ン
カ
、
我
々
ハ
僅
カ

ニ
四
万
噸
ノ
引
受

二
依
リ

一
二
五
,
六
万
円
ノ

損
失
ヲ
出

ス
ヨ
リ
考
ナ
レ

ハ
、
三
菱
ノ
四
十
萬
噸
引
受

二
依
ル
苦
痛

ハ
頗
ル
大

ナ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
…
之
ヲ
運
搬
シ
尽
ス
点

ハ
唯
感
服
ノ
外
ナ
キ
次
第
ナ
リ
」

す
な
わ
ち
、
三
菱
合
資

の
引
受
け
運
賃
は
、
同
業
他
社
を
し
て

「感
服
の
外
な

き
」
ほ
ど
の
低
運
賃

で
あ

っ
て
、
実
際
に
は
大
き
な
損
失

の
発
生
が
見
込
ま
れ
て
い

た
。
そ
の
結
果
、
三
菱
で
は
、
当
該
期
に
損
失
の

一
部
負
担
を
八
幡
製
鉄
所
に
求
め

る
陳
情
を
行
う

こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、

一
九

一
八
年

の
陳
情
経
過
を
説
明
し
た
製
鉄
所
資
料
を
挙
げ
る
と
下

記
の
如
く
で
あ

っ
た
。

「大
冶
鉄
鉱
石
運
搬
請
負
賃
増
額

ノ
件

大
正
五
年
四
月

一
日
付
ヲ
以
テ
三
菱
合
資
会
社
ト
契
約
相
成
居
候
大
冶
鉄
鉱
石

ノ
運
搬

二
関
シ
三
菱
合
資
会
社

ヨ
リ
…
運
賃
補
給

ノ
義
願
出
候

其
要
旨

ハ
昨

年
度

二
於
テ

ハ
同
社
ノ
損
失
額

二
対
シ
幾
分
ノ
補
給
相
蒙
リ
候
処

其
後
傭
船

料

ハ
依
然
高
値
ヲ
維
持
シ
同
社
所
有
船
船
費
ノ
増
加
其
ノ
他
焚
料
炭

々
価
等

ノ

騰
貴

ヨ
リ
生
ス
ル
損
失
多
大

ニ
シ
テ
…
損
失
額
補
給
セ
ラ
レ
度
ト
謂
フ
ニ
在
リ

…
海
運
界
ノ
情
況

ハ
将
来

二
於
テ
尚
引
続
キ
現
時

ノ
運
賃
高
ヲ
持
続

ス
ヘ
キ
様

被
認
候

二
付
テ
ハ
其
ノ
儘
推
移

ス
レ
ハ
運
搬
上

ニ
モ
支
障
ヲ
来
ス
ヘ
キ
処
有
之

候
故
前
年
度
補
給
ト
同

一
趣
旨

二
於
テ
運
賃
増
額

ハ
不
得
止
候
ト
認
候
」

で
は
、
三
菱
で
は
ど
の
程
度
の
損
失
が
発
生
し
て
い
た
の
か
。
製
鉄
所
側
が

「大

体

二
於
テ
穏
当
ナ
ル
計
算
ト
被
認
候
」
と
す
る

一
九

一
八
年
度
に
お
け
る
三
菱
側
の
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損
失
見
込
計
算
を
示
し
た
の
が
第
4
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
三
菱
側
で
は

一
九

一
八
年
度
に
お
い
て
、
大
冶
鉄
鉱
石
の
輸
送

に
伴

っ
て
合
計
二
七
〇
万
円
程
度
の
損
失
発
生
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の

内
訳
を
示
せ
ば
、
社
船
四
隻

(松
浦
丸
、
豊
浦
丸
、
大
冶
丸
、
若
松
丸
)
を
も

っ
て

運
搬
す
る
二

一
万
ト
ン
に
つ
い
て
は
、
約
二
五

万
円
、
定
期
傭
船
で
の
運
搬
を
予
定

し
て
い
る

一
四
万
ト
ン
に
つ
い
て
は
、
約
二
四
六
万
円
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
菱

は
運
賃
高
騰
期
に
自
社
船
保
有
に
よ
る
利
益
を
享
受
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
定
期
傭

船
輸
送
分
に
お
い
て
は
か
な
り
の
損
失
を
負

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
市
場
価
格
で
輸

送
す
れ
ば
、
ト
ン
当
た
り
で
実
質
二
〇
円
前
後
か
か
る
運
賃
を
二
円
か
ら
四
円
で
輸

送
す
る
契
約
内
容
自
体
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
、
三
菱
側
で
も
運
賃
の
増
額
を
求
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
例
え
ば
、

一
九

一
六
年
九
月
か
ら

一
九

一
七
年
三
月
ま
で
の
輸

送
に
対
し
て
、
三
菱
側
か
ら
提
示
さ
れ
た
ト
ン
当
た
り
二
円
八
七
銭
と
い
う
運
賃
補

給

の
要
求
に
対
し
て
、
製
鉄
所
側
は
予
算
都
合
上
と
い
う
理
由
か
ら
、
よ
う
や
く

一

円
五
〇
銭
の
補
給
を
行

っ
た
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

な
お
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
先
行
研
究
で
は
、
三
菱

の
大
冶
鉄
鉱
石
輸
送
に
つ

い
て
は
、
漢
冶
薄
公
司
に
対
す
る
鉱
石
単
価

の
抑
制
の

一
方
で
、
三
菱
の

「独
占
的

運
搬
契
約
」
運
賃

の
増
額
を
図

っ
た
こ
と
か
ら
国
家
資
本
と
財
閥
の
密
接
な
関
係
を

示
す
好
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、

一
九

一

〇
年
代
の
両
社
の
契
約
を
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
借
款
に
伴
う
収
奪
と

い
う
意
味

合

い
に
お
い
て
、
当
該
期
の
三
菱
側

へ
の
支
払
運
賃
を
含
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
い

え
よ
う
。

八
幡
製
鉄
所
に
お
い
て
、
漢
冶
薄
鉱
石
の
低

い
鉄
鉱
石
調
達

コ
ス
ト
の
競
争
力
が
、

経
営
上
重
要
な
意
義
を
持

つ
の
は
第

一
次
大
戦

後
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
低

い
原
料
調
達

コ
ス
ト
に
伴
う
競
争
力
の
増
強
に

は
、
む
し
ろ
三
菱
の
低
運
賃
輸
送
も
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

三
菱
は
、
運
賃
面
で
八
幡
の
原
料
輸
送

コ
ス

ト
の
変
動
リ
ス
ク
を
負

っ
て
い
た

の
で
あ
り
、

製
鉄
所
は
三
菱
と
の
契
約
に
よ

っ
て
大
戦
期
に

お
け
る
原
料
調
達

コ
ス
ト
を
低
め
、
同
所
の
競

争
力
を
補
強
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

【三
井
物
産
に
お
け
る
漢
陽
製
鉄
輸
送
】

一
九

一
一

(明
治
四
四
)
年
四
月
以
降
、
八

幡
製
鉄
所
に
対
し
て
漢
陽
銑
鉄
運
搬
契
約
を
締

結
し
て
い
る
三
井
物
産
で
も
三
菱
同
様
の
状
況

が
生
じ
て
い
た
。
三
井
物
産
の
川
村
船
舶
部
長

は
、

一
九

一
八
年

の
会
議
で
漢
陽
銑
鉄
輸
送
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

「漢

口
、
若
松
間

ノ
銑
鉄
運
搬
契
約

ノ
如

キ
、
明
治
四
四
年
頃
ノ
契
約

ニ
シ
テ
今
後

大
正

一
四
年
迄
継
続

ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
、

明
治
四
四
年

ヨ
リ
三
ヶ
年
間

ハ
一
ヶ
年

一

万
五
千
円
乃
至
三
万
円
許
ノ
利
益
ア
リ
タ

リ
シ
モ
、
其
後

ハ
一
ヶ
年
七
、
八
〇
万
円
、

本
年
ノ
如
キ

ハ
一
二
七
、
八
万
円
ノ
損
失

ニ
シ
テ
、
明
年

ハ
=
二
〇
、

一
四
〇
万
円

第4表 三菱 に お ける大冶 輸送損 失 見込み(1918.4～1919.3)

損失額合計輸送量見込み
トンWた り

契約運賃
トン当た り

実 費

153,924152,4001.012.6963.713社船 夏季

92,659.2060,9601.524.0005.520社船 冬季

1,799,336101,60017.712.69620.411定期傭船 夏季

662,025.6040,64016.294.0020.297定期傭船 冬季

2,707,944.80355,600合計

[備考]「岩 崎久 弥 鉱 石 運搬 改訂契 約 」(『文書 』)より作成。
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第5表 三井物産漢陽銑鉄輸送損失見込み(1918年)

損失合計(円)
最小限運搬
数量(噸)

差引損失(円)同契約運賃(円)
トン当 た り実

際運搬 費(円)

389,10060,0006.4852.8009.285所有船輸送の場合

1,693,80060,00028.2302.80031.030傭船輸送の場合

1,369,80060,00022.8302.80025.630
所有 船 と傭船 とを

加 味 した場合(')

注(1)営 業上 実際使 用 してい る割 合(所 有船24.81%傭 船75.19%)

[備考]「岩 崎 久弥 鉱 石運 搬改 訂契約 」(『文 書』)より作 成。

ノ
損
失

ヲ
覚
悟

シ
居

ル
次
第
ナ
リ
、
…
銑
鉄

契
約
ノ
如
キ
今
後
モ
毎
年

一
二
〇
、

=
二
〇

万
円

ノ
損
失
ヲ
為

サ

、
ル

ヘ
カ
ラ

ス
ト
思

ハ
、
誠

二
戦
棟

二
堪

ヘ
サ
ル
ナ
リ
」

漢
陽
銑
鉄
輸
送
で
も
長
期
契
約
に
基
づ
く
運
賃

の
固
定
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
大
戦
期
に

お
け
る
運
賃

の
高
騰
に
よ

っ
て
市
場
価
格
と
の
間

に
大
き
な
差
異
を
生
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
参
考

ま
で
に

一
九

一
八
年
に
三
井
物
産
か
ら
製
鉄
所
に

提
出
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
漢
陽
銑
鉄
輸
送

契
約
に
よ
る
損
失
見
込
み
を
示
し
た
の
が
第
5
表

で
あ
る
。
三
井
物
産
側
か
ら
の
提
出
資
料
で
あ
る

こ
と
を
割
り
引

い
て
考
え
る
と
し
て
も
、

一
般
市

価
ト
ン
当
た

り
三

一
円
の
状
況
下
に
お
い
て
、
二

円
八
〇
銭
と

い
う
契
約
で
は

「戦
懐

二
堪

ヘ
サ
ル

ナ
リ
」
と
す

る
主
張
も
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
な
い

こ
と
が
分
か

る
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
三
井
物
産
で
も
下

記
の
よ
う
な

運
賃
増
額
に
関
す
る
要
求
を
提
出
す

る
こ
と
に
な

る
。

…
漢
陽
銑
鉄
運
賃
増
額
御
願
二
関
シ
左

二
陳
情

仕
度
候

欧
州
戦
乱
ノ
突
発
以
来
経
済
界

ハ
古

今
未
曾
有
ノ
変
調
ヲ
呈
シ
諸
物
価
ノ
暴
騰

ハ
今
ヤ
其
底
止
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ

ノ
如
ク

ニ
御
座
候

就
中
船
価
ノ
騰
貴
ハ
忽
チ
雇
船
料
ノ
暴
騰
ヲ
来
シ

一
般
物
価
並

二
諸
労
銀
ノ
騰
貴
ト
相
侯
テ
運
賃

ハ
戦
前
ノ
最
高
相
場

二
比
シ
二
〇
倍
余
ノ
高
率
ト

相
成
候

而
シ
テ
弊
社
力
明
治
四
四
年
四
月

一
日
製
鉄
所
二
対
シ
契
約
ヲ
願
候
運
賃

ハ
雇
船
料
最
モ
低
率
ナ
リ
シ
其
ノ
当
時
ノ
相
場

二
比
シ
テ
モ
猶
幾
分
ノ
低
率
ヲ
基
礎

ト
シ
テ
計
算
致
候
モ
ノ
ニ
テ
之
レ
ヲ
現
在
ノ
運
賃
ト
比
較
ス
レ
バ
実

一二

噸

二
付
二

八
円
二
三
銭
ノ
差
有
之
候

更
二
社
船
ト
傭
船
ト
ヲ
加
味
シ
タ
ル
表

二
比
較
ス
ル
モ

尚
二
二
円
八
三
銭
ノ
差
有
之
候

籾
テ
A
二

ヶ
年
間
ノ
銑
鉄
運
搬
高
ヲ
御
契
約

ニ
ヨ

リ
最
小
六
万
噸
ト
見
積
ル
モ

(契
約

ハ
六
万
噸
乃
至

一
二
万
噸
、
併
シ
実
際
積
取
高

最
近
五
ヶ
年
ノ
平
均

ハ
一
万

一
千
噸
)

=
二
六
万
九
八
〇
〇
円
ノ
損
失
ト
相
成
候

若
シ
欧
州
ノ
戦
乱
ト
市
場
力
現
時
ノ
侭
継
続
ス
ル
ト
仮
定
致
候

ハ
寸
大
正

一
四
年
迄

八
ヶ
年
間
ノ
損
失
ハ
実

一二

、
〇
九
五
万
八
、
四
〇
〇
円
ノ
巨
額
ト
相
成
申
候
…
如

斯
大
損
失
ハ
弊
社
船
舶
事
業
ノ
発
展
ヲ
阻
止
ス
ル
事
大
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
毎

二
憂
慮
措
ク

能
ハ
サ
ル
処
二
御
座
候

今
回
ノ
如
キ
ハ
時
局
ノ
為
弊
社
ノ
損
害
莫
大

ニ
テ
殆
ン
ド
堪
へ
能
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ

他
方
貴
所
ハ
時
局
ト
弊
社
提
供
ノ
安
運
賃
力
原
因
ト
ナ
リ
テ
甚
大
ナ
ル
収
益
ヲ
挙
ゲ

ラ
ル
ル
ヲ
目
撃
セ
ル
ヲ
以
テ
敢
テ
不
遜
ヲ
犯
シ
御
同
情
ヲ
ノ
仰
キ

弊
社
ノ
損
害
ヲ

軽
減
致
度
奉
懇
願
候
次
第

何
卒
事
情
御
酌
量
ノ
上
運
賃
値
増
方
特
別
ノ
後
詮
議
御

願
申
上
候

大
正
七
年
八
月

三
井
物
産
株
式
会
社

船
舶
部
長

川
村
貞
次
郎

製
鉄
所
長
官

白
仁
武
殿
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す
な
わ
ち
、
大
戦
期
に
お
け
る
製
鉄
所
高
収
益
の
源
泉

の

一
部
が
、
漢
陽
銑
鉄

の

極
端
な
低
運
賃
に
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
運
賃
契
約
そ
の
も
の
の
妥
当
性
が
喪
失
し

て
い
る
現
状
を
訴
え
た
上
で
、
契
約
運
賃

の
値
上
げ
を
申
し
出

て
い
る
の
で
あ
る
。

や
は
り
八
幡
製
鉄
所
の
原
料
輸
送
は
長
期
契
約
に
基
づ
く
運
賃
変
動
リ
ス
ク
の
転
嫁

に
よ

っ
て
、
大
き
な
競
争
力
を
得
て
い
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

【三
菱
合
資

・
商
事
に
お
け
る
大
冶
鉄
鉱
石
輸
送

の
意
義
】

し
か
し
、
三
菱
側
に
と

っ
て
も
、
大
冶
鉄
鉱
石
輸
送

の
長
期
契
約
締
結
に
は
、
引

き
受
け
る
だ
け
の
メ
リ

ッ
ト
も
存
在
し
た
。

一
九

一
六
年

の
上
掲
契
約
書
で
確
認
し

た
よ
う
な
市
場
価
格
と
大
幅
に
相
違
し
た
契
約

が
、
運
賃
高
騰
期
に
も
か
か
わ
ら
ず

新
規
契
約
増
と
い
う
形
で
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
も

っ
て
し
て
も
、
そ
こ
に
は
引
受
側

に
も
意
義
が
存
在
し
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
三
菱
に
と

っ
て
、
大
冶
鉱
石
輸
送
の
引
受
け
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有

し
て
い
た
の
か
。

そ
も
そ
も
三
菱
が
大
冶
鉱
石
輸
送
に
進
出
し
た

の
は
、
石
炭

の
輸
出
に
伴
う
復
荷

の
確
保
と

い
う
点
に
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
復
航
の
べ
ー
ス
カ
ー
ゴ
と
い
う
位
置
づ

け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
岩
崎
久
弥
は
明
治
三
七
年

の
書
簡
で
大
冶
鉱
石
の
運
搬
に

つ
い
て
製
鉄
所
の
中
村
長
官
あ
て
に
次

の
よ
う
な
書
簡
を
送

っ
て
い
る
。

…
清
国
湖
北
省
盛
宣
懐
ヨ
リ
貴
所
鉱
石
運
搬
船

ノ
往
航

二
石
炭

ヲ
搭
載

ス
ル

場
合

二
於
テ
著
シ
ク
其
運
搬
賃
ヲ
低
減

ス
ル
ト
キ

ハ
其
石
炭
ノ
債
格
ヲ
低
減

ス

ル
コ
ト
ト
ナ
リ
自
然
捧
郷
炭
ト
競
争
ヲ
惹

起
ス
ル

コ
ト

、
相
成
随
テ
同
炭
ノ
債

格

二
影
響
ヲ
及
ホ
シ
甚
シ
キ
ノ
利
益
ヲ
害

ス
ル
コ
ト
砂
少

二
能
サ

ル
拠

二
候
間

鉱
石
運
搬
船

ノ
往
航

二
於
テ

ハ
他
会
社

一
般
ノ
石
炭
運
賃
ト
均
衡
ヲ
失
セ
サ

ル
様
…

明
治
三
七
年
四
月

一

日

製
鉄
所
長
官

中
村
雄
次
郎
殿

岩
崎
久
弥

三
菱
合
資
に
と

っ
て
、
往
航

の
輸
出
向
石
炭
輸
送
と
復
航

の
大
冶
鉱
石
輸
送
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
片
荷
輸
送
を
減
ら
し
輸
送

コ
ス
ト
を
低
減

で
き
る
点
に
大
き

な
メ
リ

ッ
ト
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
第

一
次
大
戦
に
伴
う
運
賃
高
騰
期
に
な
る
と
、
石
炭

の
内
需
産
業
化
に

よ

っ
て
海
外
輸
出
量
が
減
少
し
、
契
約
運
賃
の
水
準
の
低
さ
と
相
侯

っ
て
大
冶
鉱
石

の
石
炭
輸
出
の
復
航
貨
物
と
し
て
の
意
義
は
低
下
す
る
。
で
は
な
ぜ
三
菱
は
石
炭
輸

送
量
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
冬
季

の
蕪
湖
中
継
輸
送
を
開
始
し
、
大
冶

鉱
石
輸
送
契
約
量
を
却

っ
て
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
。

そ
れ
に
は
当
該
期

の
三
菱
商
事

の
海
運
政
策
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、

大
冶
鉱
石
輸
送
は
当
初
、
三
菱
合
資
会
社
営
業
部
船
舶
課
が
所
管
し
て
お
り
、
営
業

部
が

一
九

一
八
年
に
三
菱
商
事
と
し
て
独
立
す
る
の
に
伴

っ
て
、
同
業
務
は
、
新
た

に
三
菱
商
事
内
に
新
設
さ
れ
た
船
舶
部

の
所
管
と
な

っ
た
。

新
設
さ
れ
た
三
菱
商
事

で
は
、
坂
本
正
治
船
舶
部
長

(後
に
常
務
に
就
任
)

の
も

と
、
積
極
的
に
社
外
貨
物
を
吸
収
し
て

一
般
海
運
業

へ
と
進
出
し
、
輸
送
業
を
同
社

の

一
収
益
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
戦
略
が
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

三
菱
商
事
で
は
当
該
期
に
第
6
表
の
よ
う
な
定
期
航
路
を
短
期
間
に
開
設
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
阪
神
漢

口
直
航
航
路
は
大
冶
鉱
石
の
輸
送

ル
ー
ト
を
漢

口
ま
で
延
長

し
た
も
の
で
、
上
海
積
替
後
に
長
江
を
遡
航
す
る
貨
物
の
吸
収
を
狙

っ
て
い
た
。
実
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第6表 三菱商事船舶部定期航路一覧

南 支 南 洋 航 路(1918.8～1919後 半)

配船回数配船船舶量航 路

1回/2ヶ 月

1回/2ケ 月

1回/2ヶ 月

1回/1ヶ 月 半

DW4,089㌧

2,400

2,300

1,788

神 戸一新 嘉=岐(幹 線)

薪嘉披 一厘 門(第1支 線)

新嘉 坂一ボル ネオ(第2支 線)

新嘉=岐一馬 尼 刺(第3支 線)

阪 神 漢 口直 航 航 路(1918.8～1923.12.)

1回/1ケ 月2,000-2,600阪神一漢 口

北米 航路(1919～1921頃)

不明不明神 戸 一シアトノレタコマ・ポ ートランド

北 鮮 航 路(1921.4～1923?)

3回/1ヶ 月2隻3,000阪神 一兼 二浦

[備考]『立業 貿易 録』881-3頁 よ り作成 。

際
、

一
九

一
九
～
二
〇

年

の
漢
口
航
路

の
運
行

実
績
を
示
し
た
第

7
表

に
よ
れ
ば
、
三
菱
商
事

船
舶
部
で
は
同
航
路
に

お
い
て
、
復
航

の
大
冶

鉱
石
輸
送
を
基
礎
と
し

つ
つ
、
往
航
に
は
社
外

石
炭
と
と
も
に
雑
貨
を

積
極
的
に
輸
送
し
て
い

る
様

子
が
判
明
す
る
。

以
上
の
経
過
を
考
慮

す
れ
ば
、
運
賃
高
騰
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
冶

鉱
石
冬
季
輸
送
に
伴
う

輸
送
契
約
量
の
増
大
を

図

っ
た
三
菱
側
の
真
意

は
、
輸
送

の
季
節
変
動

を
な
く
す
と
と
も
に

一

般
貨
物

の
吸
収
を
図
る

必
要
上
、
重
要
な
意
義

を
持

っ
て
い
た
と
解
す

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

の
点
、
大
冶
鉱
石
輸
送

は
同
社
で

「営
業

の
第
二
の
柱
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
拡
大
し
つ
つ
あ

っ
た
海
運
業
の
基

礎
貨
物
と
し
て
、
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
製
鉄
所
と
三
菱
商

事
の
契
約
関
係
は

一
方
が
他
方
を
支
配
す
る

よ
う
な
階
層
的
契
約
関
係
で
は
な
か

っ
た
の

で
あ
る
。

3
.
マ
レ
ー
鉱
石
輸
送
と
南
洋
鉱
業

八
幡
製
鉄
所

の
鉄
鉱
石
は

一
九
二
〇
年
代

前
半
ま
で
は
そ
の
大
半
を
中
国
に
依
存
し
て

い
た
が
、
二
〇
年
代
後
半
以
降
は
徐

々
に

マ

レ
ー
か
ら
の
輸
入
比
率
を
上
昇
さ
せ
、
二
九

年
以
後
は
両
者

の
比
重
が
入
れ
替
わ

っ
た

(グ
ラ
フ
ー
参
照
)
。
そ
の
マ
レ
ー
鉄
鉱
石
の

納
入
と
輸
送
を
担
当
し
た
の
が
南
洋
鉱
業
公

司

(後
の
石
原
産
業
)
で
あ

っ
た
。

な
お
、
南
洋
鉱
業
と
八
幡
製
鉄
所
と
の
関

係
に

つ
い
て
は
奈
倉
文
二
氏
の
先
行
研
究
で

詳
し
く
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は

そ
れ
ら
先
行
研
究
を
踏
ま
え

つ
つ
、
南
洋
鉱

(単位 百 トン)第7表 三菱商事船舶部漢ロ航路実績

合計

鉱石雑貨

社外

石炭

社内

石炭 ・骸炭 雑貨

1,996

4,3484,165

135

169

1,37036

14

455国 内/上 海 ・漢 口

漢 口 ・上海/国 内

1919年

不明

208

208

1,06264

30

不明国 内/上 海 ・漢 口

漢 口 ・上海/国 内

1920年

[備考]「三菱 合資 会社 年報 」よ り作成 。
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業
が
八
幡
納
入
鉱
石
の
輸
送
の
自
営
に
乗
り
出
す
過
程
で
、
同
所
が
ど
の
よ
う
に
関

与
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
南
洋
鉱
業
に
よ
る
輸
送

の
内
部
化
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
の
か
と
い
っ
た
点
を
中
心
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

行
論
に
あ

っ
て
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
八
幡

製
鉄
所
と
南
洋
鉱
業

の

関
係
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

南
洋
鉱
業
公
司
は
、

一
九
二
〇

(大
正
九
)
年
、
石
原
廣

一
郎
に
よ

っ
て
設
立
さ

れ
て
い
る
。
同
社
の
事
業
は
八
幡
製
鉄
所
に
対
す
る
英
領

マ
レ
ー
の
ス
メ
リ
ダ

ン
鉄

山
鉄
鉱
石
の
納
入
を
前
提
と
し
て
お
り
、
資
金

面
で
台
湾
銀
行
と
松
方
幸
次
郎

の
援

助
に
依
存
し

つ
つ
製
鉄
所
と
の
安
定
的
取
引
関
係
を
基
礎
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
た
。

し
か
し
、
創
業
時
の
収
支
は
必
ず
し
も
良
好

で
は
な
く
、
採
掘
量
の
増
加
と
運
賃

の
低
減
が
必
要
と
な
り
、

一
九
二
四
年
、
ケ

マ
マ
ン
鉄
山
の
買
収
と
鉱
石
自
家
輸
送

を
計
画
し
、
そ
の
必
要
資
金
三
〇
〇
万
円
の
融
通
を
大
蔵
省
に
出
願
し
内
定
を
得
た
。

そ
の
後
、
同
預
金
部
資
金
は
内
閣
が
変
わ

っ
た
た
め
、

一
時
無
期
延
期
と
さ
れ
る
も

の
の
最
終
的
に
五
〇
万
円
を
減
額
し
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
資
金
を
基
礎
に
同
社
は
社

船
三
隻
を
購
入
し
て

(当
初
は
五
隻
で
あ

っ
た
が
融
通
資
金
の
減
額
に
よ

っ
て
三
隻

に
変
更
さ
れ
た
)
輸
送

コ
ス
ト
を
低
減
し

つ
つ
、
八
幡
納
入
鉱
石
の
増
産
に
よ

っ
て

事
業
を
拡
張
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
上

で
、
ま
ず
、
南

洋
鉱
業
と
八
幡
製
鉄
所
の
契
約
内
容

に

つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

一
九
二
〇
年
当

初
の

「物
品
供
給
請
書
」
の
う
ち
、

原
料
鉱
石
輸
送
に
関
わ
る
部
分
を
引
用
す
れ
ば

下
記
の
通
り
で
あ

っ
た
。

第

二
条

本
鉱
石
ノ
価
格

ハ
鉄

ハ
含
有
量
鉱

石
ノ

一
〇
〇
分
ノ
六
五
以
上
燐

ハ
含

鉄
ノ

一
〇
〇
分
ノ
○

・
二
〇
以
下
珪
酸

ハ
鉱
石
ノ

一
〇
〇
分
ノ

一
〇
以
下
ヲ
標

準
ト
シ
貴
所
海
岸
繋
船
壁
船
内
渡
乾
燥
数

量

一
仏
噸

二
付
金
二
〇
円
也
ト
ス
…

大
正

一
〇
年
度
以
降
ノ
鉄
鉱
価
格

ハ
各
年
度
毎

二
協
定

ス
ル
モ
ノ
ト

ス

第
五
条

本
鉱
石
運
搬

二
使
用

ス
ル
本
船

ハ
鉄
鉱
荷
揚

二
必
要
ナ
ル
相
当
設
備
ヲ

有
シ
豫
メ
貴
所
ノ
承
認
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
限

ル
ヘ
シ

上
記
契
約
内
容
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
第

一
に
鉱
石
納
入
価
格
が
運
賃
込
み
で
あ

る
点

(第

二
条
、
ト
ン
当
た
り
二
〇
円
)
、
第
二
に
使
用
鉱
石
船
に
関
し
て
製
鉄
所

の
承
認
を
得
る
な
ど
の
管
理
的
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
点

(第
五
条
)

で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
同
社

の
と
の
契
約
に
際
し
て
も
、
大
冶
鉄
鉱
石
輸
送
契
約
同
様
に
鉱
石
運

賃
の
変
動
リ
ス
ク
は
南
洋
鉱
業
に
転
嫁
さ
れ
て
お
り
、
契
約
締
結
翌
年

の

一
九
二

一

年
以
降
、
納
入
価
格
が

=

円
前
後
で
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
初

か
ら
南
洋
鉱
業
に
と

っ
て
輸
送

の
効
率
化
を
達
成
す
る
こ
と
は
採
算
上
重
要
な
課
題

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
鉱
山
原
価
に
占
め
る
運
賃
の
要
素
は
大
き
く
、
市
況
変
動
も
受
け
や
す
い

た
め
、
前
述
の
よ
う
に
南
洋
鉱
業
で
は
、

一
九
二
四
年
、
預
金
部
資
金
融
通
を
利
用

し
た
鉱
石
自
家
輸
送
計
画
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
自
家
輸
送

へ
の
進
出
に
際
し
て
、
先
行
研
究
で
は
、
白
仁
武
製
鉄
所
長
官
が
、

大
蔵

・
農
商
務
大
臣
宛
に
意
見
書
を
提
出
し
積
極
的
に
支
援
を
行

っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
製
鉄
所
に
よ
る
石
原
産
業
の
自
家
輸
送

へ
の
支
援
は

意
見
書
に
留
ま
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
点
を
預
金
部
資
金
融
通
の
窓

口
と
な

っ
た
台
湾
銀
行
と
南
洋
鉱
業
の
契
約
書

(
一
九
二
四
年
六
月
二
日
付
)
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。
契
約
書
の
う
ち
行
論
と
関

連
す
る
部
分
を
引
用
す
れ
ば
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

合
資
会
社
南
洋
鉱
業
公
司

(以
下
単

二
会
社
ト
称

ス
)
ハ

「ト
レ
ン
ガ
ン
」
鉱
山
買

収
並

二
輸
送
機
関
設
備

二
必
要
ナ
ル
資
金
ト
シ
テ
会
社
ガ
製
鉄
所

二
納
入

ス
可

キ
鉱
石
並

二
石
炭
代
金
ヲ
引
キ
当
ト
シ
テ
株
式
会
社
台
湾
銀
行

(以
下
単

二
銀

行
ト
称

ス
)
ヨ
リ
金
三
〇
〇
万
円
也
ノ
融
通
ヲ
受
ク
ル
ニ
付
キ
両
者
合
意
ノ
上
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契
約
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

第

一
条

銀
行

ヨ
リ
会
社

二
貸
付
ク
可
キ
資

金

ハ
金
三
〇
〇
万
円
也
ト
ス

第
七
条

銀
行

ハ
第

一
条

二
依
リ
貸
付
タ
ル
資
金
ノ

一
部
ヲ
速

二
回
収
ス
ル
ヲ
必

要
ト
ス
ル
ト
キ

ハ
会
社

二
対
シ
貸
付
金

二
依
リ
購
入
シ
タ
ル
船
舶

ノ

一
部
又

ハ

全
部
ヲ
銀
行

ノ
指
名

ス
ル
第
三
者

二
譲
渡

シ
之

二
依
リ
会
社
ノ
受
ケ
入
レ
タ
ル

船
舶
ノ
全
部
ヲ
以
テ
元
金

ノ
償
還
資
金

二
充
当

ス
ル
ノ
要
求
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得

前
項
ノ
場
合

二
於
テ
会
社

ハ
第
四
条
第
五
条

ノ
償
還
期
限

二
拘

ハ
ラ
ズ
銀
行
ノ
要

求

二
応
ジ
直
チ

ニ
其
ノ
船
舶
ノ
譲
渡
並

二
代
金
ノ
受
払
ヲ
銀
行

二
依
託

ス
ル
モ

ノ
ト

ス
…

同
契
約
書
で
は
、
南
洋
鉱
業
の
購
入
し
た
船
舶
は
、
台
湾
銀
行

の
要
求
が
あ
れ
ば

償
還
期
限
に
関
わ
ら
ず
、
第

3
者
に
速
や
か
に
譲
渡
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が

(第
七
条
)、
当
初
、
こ
の
譲
渡
先
は
八
幡
製
鉄
所
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

同
契
約
書
と
あ
わ
せ
て
台
湾
銀
行
と
製
鉄
所
問

で
次
の
よ
う
な
念
書
が
取
り
交
わ
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
正

=
二
年
六
月
三
日
附
契
約

二
基
キ
合
資
会
社
南
洋
鉱
業
公
司

二
対

ス
ル
当
行

貸
付
金
三
〇
〇
万
円
ノ
担
保
船
舶

ハ
貴
所

二
於

テ
御
買
取
相
成
候
場
合

ハ
何
時
タ
リ

ト
モ
当
行

ハ
遅
滞
無
当
行
公
司
同
契
約
書
第
7
条

ノ
条
項

二
依
リ
公
司
ヲ
シ
テ
貴
所

へ
売
却

ス
ル
コ
ト
ヲ
要
求
可
致
候

為
後
日
念
書
差
入
候
也

つ
ま
り
、
契
約
に
当
た

っ
て
は
、
状
況
に
応

じ
て
適
宜
、
八
幡
製
鉄
所
が
南
洋
鉱

業
購
入
船
舶

の
譲
渡
を
受
け
ら
れ
る
条
文
が
設

け
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
で
は
、

こ
う
し
た
条
件
は
な
ぜ
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
前
掲
契
約
書
と

併
せ
て
取
り
交
わ
さ
れ
た
大
蔵
省

(大
蔵
省
理
財
局
長
、
冨
田
勇
太
郎
)
と
製
鉄
所

(製
鉄
所
長
官
、
白
仁
武
)
の
次
の
よ
う
な
合
意

(
一
九
二
四
年
六
月
四
日
付
)
が
前

(葱

提

と

な

っ

て

い

る
。

製
鉄
所
長
官
、
理
財
局
長
申
合
事
項

製
鉄
所

二
於
テ
預
金
部

ヨ
リ
融
通
セ
ル
製
鉄
原
料
取
得
資
金
ヲ
肩
替
リ
ス
ル
コ
ト

ニ

関
シ
両
者
間
申
合
左
ノ
如
シ

(
一
)

製
鉄
所
長
官

ハ
大
蔵
省

ノ
了
解
ヲ
得
テ
大
体
別
紙
趣
旨
ノ
製
鉄
原
料
資
金
特

別
会
計
法
案
ヲ
此
ノ
特
別
議
会
或

ハ
少
ク
ト
モ
次
期
通
常
議
会

二
提
出

ス
ル

コ
ト

(二
)
右
特
別
会
計
成
立
ノ
上
預
金
部

ヨ
リ
三
八
三
三
万
四
〇
〇
〇
円
国
庫

ヨ
リ
約

四
六
〇
〇
〇
〇
〇
円

(銀
二
五
〇
万
両
相
当
金
価
格
)
ヲ
年
五
分
五
厘

ノ
利
率

ヲ
以
テ
同
会
計

二
貸
付
ク
ル
コ
ト
…

(五
)
或
ル
予
期
セ
サ
ル
事
情
発
生

ノ
為
前
期
製
鉄
原
料
資
金
特
別
会
計
法
此

ノ
特

別
議
会
及
次
期
ノ
通
常
議
会

二
提
出
セ
ラ
レ
ス
又
提
出
セ
ラ
ル
ル
モ
成
立
ス

ル
ニ
至
ラ
サ
ル
ト
キ

ハ
製
鉄
所

ハ
同
所
ノ
予
算
ヲ
以
テ
南
洋
鉱
業
公
司
力
預

金
部
融
通
金
ヲ
以
テ
買
入
レ
タ
ル
運
鉱
船
五
隻
中
少
ク
ト
モ
2
隻

ヲ
買
取
リ

其
ノ
代
金
ヲ
以
テ
同
公
司
ヲ
シ
テ
預
金
部
融
通
金
ヲ
返
償

セ
シ
ム
ル
コ
ト
若

シ
又
其
ノ
次
期
ノ
議
会

二
於
テ

モ
資
金
会
計
法
案
同
様

ノ
運
命

二
在

ル
ト
キ

ハ
製
鉄
所

ハ
運
鉱
船

ノ
残

ノ
三
隻

ハ
作
業
会
計
ノ
都
合

二
依
リ
二
ヵ
年
以
内

二
引
取
リ
同
様
預
金
部
融
通
金
ヲ
返
償
セ
シ
ム
ル

コ
ト

南
洋
鉱
業
で
は
、
預
金
部
資
金
融
通
に
先
立
ち
、
内
定
段
階
か
ら
船
舶

の
購
入
を

進
め
て
お
り
、
融
通
実
現
ま
で
の
担
保
は
製
鉄
所
予
算
が
当
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
南
洋
鉱
業
の
鉱
石
自
家
輸
送
に
決
定
的
意
味
を
持

っ
た
船
舶
購
入
資
金

の
獲
得
は
、
八
幡
製
鉄
所
の
保
証
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
お
り
、
同
所
は
南
洋
鉱
業

の
自
己
輸
送

へ
の
進
出
に
深
く
関
与
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

南
洋
鉱
業

の
鉱
石
自
家
輸
送

へ
の
進
出
に
は
、
当
時
国
際
汽
船

の
社
長
で
あ
り
、

経
営
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ

っ
た
松
方
幸
次
郎
が

「素
人
の
船
舶
経
営
は
不
可
能
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で
あ
る
。
鉱
石
輸
送
の
運
賃
に

つ
い
て
は
国
際
汽
船
が
極
め
て
低
廉
に
応
ず
る
」
と

し
て
強
く
反
対
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
原
廣

一
郎
率

い
る
南
洋
鉱
業
が

リ
ス
ク
を
賭
し
て
ま
で
進
出
す
る
背
景
に
は
、
八
幡
製
鉄
所
の
強

い
意
向
が
反
映
さ

れ
て
い
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
八
幡
の
融
通
実
現
ま
で
の
保
証
は
、
前
述

の
よ
う
に
実
際

の
預
金
部
資
金

融
通
が
五
〇
万
円
減
額
さ
れ
て
、
実
現
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
不
要
と
な
り
、
そ
の
た

め
製
鉄
所
に
よ
る
船
舶
購
入
の
念
書
も
改
定
さ
れ
た
。

で
は
、
製
鉄
所
自
身
は
マ
レ
i
鉱
石
輸
送

の
自
営
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方

を
も

っ
て
い
た

の
か
。
製
鉄
所
資
料
で
は
船
舶
譲
渡
を
想
定
し
た
次
の
よ
う
な
記
録

が
残
さ
れ
て
い
る
。

貸
借

ヲ
受
ケ
タ
ル
船
舶
ヲ
製
鉄
所

二
引
受

ク
ル
ノ
件

一
、
七
千
屯
級
船
舶

五
艘
ヲ

一
時

二
引
受

ク

ル
コ
ト
不
能
也

一
ヶ
年

一
艘

ヅ

、
ニ
シ
タ
シ

一
、
船
員
給
其
他
船
費

二
充
ツ
ベ
キ
予
算

二
豫
楢
ナ
シ

二
、
操
縦
困
難

三
、
民
業
ヨ
リ
モ
官
業

ハ
船
価

モ
船
費

モ
高
価

ヲ
支
払

ハ
ザ

ル
可
カ
ラ
ズ

、
船
舶
ヲ
製
鉄
所
持
ト
ス
レ

ハ
磧
主

ハ
船
舶

ノ
利
ヲ
収
ム
ル
ヲ
得
サ
ル
カ
故

二
新

二
鉄
山
購
入
シ
タ
ル
負
担

二
耐

エ
ザ

ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
貸
付
ク
ル
方
法
ヲ

取
ラ
ザ

ル
ヲ
得
ズ

す
な
わ
ち
、
製
鉄
所
で
は
、
や
む
を
得
ず
船
舶
譲
渡
を
受
け
る
場
合
、
予
算
上

の

制
約
や
運
航
能
力

の
問
題
を
挙
げ

て
、
船
舶
の
段
階
的
な
譲
渡
を
希
望
す
る

一
方
、

鉱
石
運
搬
利
益
が
南
洋
鉱
業
に
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
こ
そ
鉱
石
購
入
単
価

の
維
持
に

と

っ
て
重
要
と
考
え

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
製

鉄
所
に
と

っ
て
、

マ
レ
i
鉱
石
は

長
距
離

の
輸
送
を
行
う
関
係
上
、
運
賃
の
変
動

の
リ
ス
ク
を
受
け
や
す
く
、
二
〇
年

代
後
半
の
古
船
輸
入
に
伴
う
船
価
の
低
下
を
機
会
に
安
定
供
給
の
基
礎
を
固
め
て
お

く
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
際
、
運
賃
変
動
リ
ス
ク
を
転
嫁

し

つ
つ
安
定
供
給
を
実
現
で
き
る
納
入
業
者

の
鉱

石
自
家
輸
送
は
八
幡
製
鉄
所
に

と

っ
て
好
ま
し
い
選
択
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
鉱
石
自
己
輸
送
が
直
ち
に
運
賃

コ
ス
ト
の
低
下
に
結
び

つ
く
わ
け
で
は

な
か

っ
た
。
事
実
、
鉱
石
輸
送

の
返
荷
と
し
て
重
要
で
あ

っ
た
石
炭
輸
出
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
同
輸
送
の
内
部
化
が
経
営
上
難
し
い
こ
と
は
八
幡
製
鉄
所
側
で
も

把
握
し
て
い
た
。

八
幡
製
鉄
所
技
師
で
銑
鉄
部
長
も
勤
め
た
田
上
禎
吉
は
、

一
九

一
三
年
の
ケ

マ
マ

ン
鉱
山
視
察
後
の
白
仁
宛
報
告
書
間
の
中

で
、
「内
地
と
南
洋
方
面
と

の
輸
出
入
数

量
関
係
近
年
著
敷
変
化
し
其
内
輸
入
品
の
大
部
分
た
る
石
炭
は
変
化
甚
敷
先
年
迄

ハ

四
〇
万
乃
至
六
〇
万
噸
輸
入
せ
し
も
昨
年
は
二
三
万
余
噸
に
減
少
し
、
尚
本
年
は
夫

れ
よ
り
も
減
少
傾
向
に
御
座
候
…
現
在

の
鉄
鉱
石
輸
送
高
に
於
て
す
ら
往
鉱
船

の
船

腹
を
充
す
に
は
困
難
を
感
じ
た
る
に
此
上
数
量
増
加
す
る
と
き
は
片
荷
の
傾
向
を
生

じ
運
賃
割
高
に
相
成
可
…
」
と
し
製
鉄
所
で
利
用
す
る
赤
煉
瓦
の
輸
入
を
提
案
し
て

い
る
。
八
幡
製
鉄
所
自
身

「磧
主

ハ
船
舶

ノ
利
ヲ
収
ム
ル
」
と
安
易
に
考
え
て
い
た

わ
け
で
は
な

い
証
左
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
製
鉄
所
に
と

っ
て
納
入
業
者
に
よ
る
輸

送

の
自
営
こ
そ
、
リ
ス
ク
の
転
嫁
と
安
定
供
給
を
同
時
に
実
現
す
る
、
最
上
の
選
択

で
あ

っ
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
も
そ
も
、
南
洋
鉱
業
で
は
社
船
を
保
有
し
た
と
は
い
え
納
入
鉱
石
全
て
を
負
担

し
う
る
ほ
ど
の
能
力
を
持

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
預
金
部
資
金

を
基
礎
に
新
た
に
所
得
し
た
社
船
を
も

っ
て
し
て
も
八
幡
納
入
量
の
五
割
程
度
を
負

担
し
得
う
る
に
過
ぎ
ず
、
残
る
輸
送
は
定
期
お
よ
び
臨
時
傭
船
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て

い
た
。
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し
た
が

っ
て
、
以
後
、
南
洋
鉱
業
で
は
、
自

己
輸
送
手
段
の
確
保
を
挺
子
と
し
て

運
航
採
算

の
向
上
と
自
己
輸
送
能
力
の
増
強
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、

一
九
二
四
年
か
ら
二
六
年
に
か
け
て
南
洋
鉱
業
で
は
町
田
商
会
と
の
間
に
共
同

配
船
部
を
設
け
、
同
商
会
保
有

の
船
舶
と
あ
わ
せ
て
配
船
業
務
を
委
託
し
、
運
航
能

力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
往
航
船
腹
を
利
用

し
て
石
炭
お
よ
び
雑
貨
の
積
み
取
り

を
積
極
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
南
洋
鉱
業

か
ら
社
名
を
変
更
し
た
石
原
産
業
海

運
が
三

一
年
に
か
け
て
鉱
石
輸
送
の
往
荷
を
利
用
し
て
ジ
ャ
ワ
航
路
の
参
入
を
は
か

り
、
激
し
い
貨
物
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
、
後
に
南
洋
郵
船
、
大
阪
商
船
等
と
合
併
し

て
南
洋
海
運
に
い
た
る
過
程
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

一
方
、
社
船
の
増
強
も
早
く
か
ら
進
め
ら
れ

て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
社
で
は
、

一
九
二
九
年
に
四
隻
、
三
〇
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
八
隻
を
購
入

・
新
造
し
、
石

原
産
業
海
運
は

一
九
三
二
年
末
に
は
所
有
船

一
五
隻
、
約

一
二
万
ト
ン
を
擁
す

一
大

海
運
業
者
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
運
航
能
力
の
向
上
と
社
船
増
強

の
結
果
、
同
社

の
鉱
石
輸
送

コ
ス
ト
は

一
九
二
八
年
ご
ろ
か
ら
大
き
く
低
下
し
始
め
、
鉱
石
運
送
費
は

一
九
二
四
年
を

一
〇

〇
と
し
た
場
合
、
三
二
年
に
は
七
〇
前
後
に
ま

で
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
最
大

の

マ
レ
ー
鉱
石
採
掘
量
を
誇

り
、
同
じ
く
八
幡
納
入
業
者

で
も

あ

っ
た
ズ

ン
グ
ン
鉱
山
を
経
営
す
る
日
本
鉱
業

の
場
合
、

一
九
三
〇
年
以
降
、
日
本

汽
船
株
式
会
社
が
そ
の
輸
送
を
担
当
し
た
が
、

同
社

で
は
最
終
的
に
収
益
を
確
保
で

き
ず
、

一
九
三
三
年
、
扱
船
の
全

て
を
国
際
汽

船
に
譲
渡
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、

日
本
汽
船
は
精
算
会
社
と
な

っ
た
。
結
局
、
同
社
は
、

一
九
三
四
年
、
新
た
に
日
本

鉱
業
か
ら
全
額
出
資
を
仰
ぎ
、
日
本
産
業
汽
船
と
し
て
再
出
発
を
図

っ
て
い
く
の
で

あ
る
が
、
同
社
の
事
例
か
ら
も
低
運
賃
を
要
求
す
る
製
鉄
業
者
に
対
し
て
運
航
採
算

を
確
保
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、

一
九
〇
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
八
幡
製
鉄
所

の
原
料
鉱

石
輸
送
を
検
討
し
た
が
、
最
後
に
全
体
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

八
幡
製
鉄
所
の
場
合
、
原
料
鉱
石
の
輸
送
に
対
し
て
強

い
関
心
を
払

っ
て
お
り
、

一
貫
し
て
能
動
的
対
応
が
と
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
生
産
費
に
占
め
る
原
料
輸
送

コ
ス

ト
の
比
重
が
大
き
く
、
輸
送
そ
の
も
の
が
生
産
活
動
を
成
り
立
た
せ
る
重
要
な
要
素

で
あ

っ
た
か
ら
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
八
幡
製
鉄
所
の
場
合
、
能
動
的
対
応
と

い
っ
て
も
輸
送
に
直
接
関
与
す
る
の
は
自
社
船
保
有
な
ど
ご
く

一
部
で
あ
り
、
交
渉

の
手
段
や
臨
時
的
輸
送
手
段
と
し
て
の
意
味
合
い
が
大
き
か

っ
た
。

つ
ま
り
同
所
に

お
け
る
物
流
の
垂
直
統
合
の
度
合

い
は
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

製
鉄
業
に
と

っ
て
、
原
料
輸
送
手
段

の
自
営
は
、
片
荷
の
輸
送
需
要
に
対
し
て
多

額

の
固
定
投
資
を
行
う
結
果
と
な
り
、
必
ず
し
も
効
率
的
な
結
果
に
は
結
び

つ
か
な

い
。

し
か
し
、
安
定
的
な
輸
送
と
低
運
賃

の
実
現
が
経
営
上
重
要
な
要
素
で
あ
る
た

め
、
ま

っ
た
く
市
場
的
な
取
引
に
依
存
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
第

一
次
大
戦
期

の

運
賃
急
騰
は
、
斯
業
が
抱
え
る
原
料
輸
送
上
の
リ

ス
ク
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

本
稿
で
分
析
し
た
八
幡
製
鉄
所
の
場
合
、
こ
う
し
た
輸
送
に
か
か
わ
る
運
賃
変
動

リ

ス
ク
は
三
菱
合
資
や
南
洋
鉱
業
と

い
っ
た
他

の
取
引
相
手
に
転
嫁
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
そ
の
解
決
を
図
る
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
大
冶
鉱

石
輸
入
に
お
い
て
は
、
長
期
固
定
運
賃
に
よ

っ
て
三
菱
合
資
が
極
め
て
安
価
な
運
賃

を
提
供
し
、

マ
レ
ー
鉱
石
に
お
い
て
は
、
運
賃
込
み
納
入
価
格

の
固
定
と
南
洋
鉱
業

の
自
社
船
所
有

へ
の
積
極
的
支
援
に
よ

っ
て
輸
送

の
効
率
化
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
運
賃
変
動
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
企
業
側

の
意
図
は
、
時
期
に
よ

っ

て
そ
の
様
相
を
大
き
く
変
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
三
菱
に
と

っ
て
の
鉱
石
輸
送
の

引
受
け
は
自
社
内
石
炭
輸
送
や
社
外
貨
物

の
基

礎
貨
物
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
し

て
い
た
。
第

一
次
大
戦
期
に
お
け
る
運
賃
高
騰

の
影
響
を
転
嫁
さ
れ
た
三
菱
に
と

っ

て
も
同
輸
送
の
担
当
を
維
持
し
続
け
る
だ
け

の
メ
リ

ッ
ト
は
存
在
し
た

の
で
あ
る
。

一
方
、
戦
間
期
に
お
け
る
南
洋
鉱
業
の
場
合

に
は
、
製
鉄
所
納
入
そ
の
も
の
が
低

運
賃

の
実
現
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
輸

送
の
内
部
化
に
よ
る
運
賃

コ
ス
ト
の

低
下
は
、
そ
の
経
営
を
成
り
立
た
せ
る
前
提
条

件
で
あ

っ
た
し
、
事
実
、
南
洋
鉱
業

は
そ
う
し
た
方
向

で
経
営
的
な
基
盤
を
確
立
し

て
い
っ
た
。
八
幡
製
鉄
所
は
間
接
的

に
支
援
し

つ
つ
安
定
的
な
輸
送

コ
ス
ト
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

同
所
の
原
料
調
達
物
流
も

一
九
二
〇
年
代
に
は
階
層
的
、
非
対
称
的
な
関
係
が
構
築

さ
れ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
結
局
、
南
洋
鉱
業

の
従
属
的
関
係
か
ら
の
自
立
は
、
同

輸
送
を
基
礎
と
す
る

一
般
海
運
業
の
拡
大
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

注(1
)

製
鉄
業
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
奈
倉
文
二

『
日
本
鉄
鋼
業
史
の
研
究
-

一
九

一

〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
の
構
造
的
特
徴
』
(近
藤
出
版
社
、

一
九
八
四
年
)
、
長
島

修

『
戦
前
日
本
鉄
鋼
業
の
構
造
分
析
』
(ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
八
七
年
)、
岡
崎
哲

二

『
日
本
の
工
業
化
と
鉄
鋼
産
業
i
経
済
発
展

の
比
較
制
度
分
析
』
(東
京
大
学
出
版

会
、

一
九
九
三
年
)
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
八
幡
製
鉄
所
の
原
料
調
達
の
う
ち
、
石
炭
に
関
し
て
は
、
新
鞍
拓
生

「八

幡
製
鉄
所
に
お
け
る
筑
豊
地
方
か
ら
の
原
料
調
達
と
筑
豊
鉱
業
主
」
(長
野
邊
編
著

『
八
幡
製
鉄
所
の
研
究
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
)
に
お
い
て
実
証
的
に
分

析
さ

れ

て

い
る
。

(
2
)

佐

藤

昌

一
郎

『
官

営

八
幡
製

鉄
所

の
研

究
』
(八
朔

社
、

二
〇

〇
三

年
)
お
よ

び
奈
倉

、

前
掲

書
。

(
3
)

た
と

え
ば

、
高

村
直

助
編

著

『
明
治

の
産

業

発
展

と
社

会
資

本
』

(
ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書

房
、

一
九
九

七
年
)
や

老
川

慶
喜

・
大

豆
生

田
稔

編
著

『
商

品
流

通

と
東
京

市
場

』
(日

本

経
済

評

論

社
、

二
〇

〇

〇

年
)
、

中

西
聡

・
中

村

尚
史

編

『
商

品

流

通

の
近

代
史

』

(
日
本
経

済
評

論
社

、

二
〇
〇

三
年
)
な
ど

が

あ
る
。

(
4
)

渡

邉

恵

一

『
近
代

日

本

の
産
業

発

展

と
輸

送
-

浅

野
セ

メ

ン
ト

に

お
け

る
原

料

調

達

問
題
』
(立
教

大
学

大
学

院
経

済
学

研
究

科
博

士
論

文
、

二
〇

〇
三
年

)
。

(
5
)
(
6
)

『
日
本
製

鉄

株
式
会

社
史

』

一
九

五
九
年

、

四
三

三
頁
。

(
7
)
(8
)

同
右

、

四
三
四

頁
。
な

お

、
本
稿

で
取
り

上
げ
な

い
製

品
輸

送

に

つ
い
て

は
、

前

述

の
よ

う

に
製

鉄
所

船
舶

に
よ

る
輸

送

が
多

く

行
な

わ

れ

た
他

、
各

地
域

毎

に

外

部

の
業
者

も

そ

の
輸

送

を

担

当

し

た
。
す

な

わ

ち

、
阪

神

地

域

で

は
、
栃

木

商

会

、

大

阪
商

船
、

三
井

物
産

(銑

鉄
)
、

京
浜

地
域

で
は
、

日
本

郵
船

、
山

下
汽

船
、

三
井

物
産

(銑

鉄
)
、

九

州

で
は
、

久
富
商

事

(機

帆
船

お

よ
び
艀

送

り
)

が
そ

れ
ぞ

れ
製

品
輸

送

を

担
当

し
た
。
契

約

は
当
初

、
単

年

度

毎

の
も

の
で
あ

っ
た
が

、
逐

次

延
長

さ

れ
、

一
九

二
四
年

以
後

は

一
〇

年

の
長
期
契

約

と
な

っ
て

い
た
と
さ

れ

る

(
同
右
、

四

四
六
-

四
四

七
頁
)
。

(
9
)

『
三
菱
社

誌
』
二
〇
巻

、

二
三

四
頁
お

よ
び

長
沢
康

昭

『
三
菱
商

事
成

立
史

の
研

究
』

(
日
本

経
済

評
論

社
、

一
九

九
〇

年
)

一
九

三
頁
。

(
10
)

田
中
完

三
編

『
立
業
貿

易

録
』
(同
、

一
九

五
八

年
)
八
七
九

頁
。

(
11
)

佐

藤
、

前
掲

書

、
五

八
-

七

六

頁
。

同
契

約

書

と
大

正

期

の
契

約
書

で
最

も
大

き

く
異

な

る
点

は
、
当
初

の
契

約

で
は
第

六
条

に

「
(契

約

)

運
賃

は
別
紙

計
算

明
細

書

に
基

き
産

出

し

た
る

も

の
な

る
を

以

て
受

負

期

限
中

物
価

賃

料
等

の
変

動

に

よ

り
…
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費
額

を
著

し
く
増

減
す

る

の
必

要
あ

る
と

き
は

甲

(製

鉄

所
)

乙

(
三
菱
合

資
)
協

議

の
上

運

賃
額

の
増
減

を

為

す

へ
し
」
と

し

て
、
長

期

契

約
期

間

中

の
運

賃
変

更

を

認

め

て

い
る
点

で
あ

ろ
う

。

つ
ま

り

同
契

約

に

お

い
て
運

賃
変

動

の
リ

ス
ク
は
、

八

幡

製
鉄

所

と

三
菱

の
両
者

で
負

担

す

る
内

容

と
な

っ
て
お

り
、

以
下

で
検

討

す

る
大

正

期

の
三

菱

二

二
井
と

の
契

約

や

二
〇

年

代

の
南

洋
鉱

業

と

の
契

約

と

も
そ

の
性

格

を

大

き
く

異

に
す

る
。

な

お
、

佐
藤

氏

自
身

も

契

約
書

に

は
実

施

段
階

で
中

止
さ

れ

た

新
潟

・
製

鉄

所

間

の
赤

谷
鉄

鉱

石
輸

送

が
含

ま

れ

て

お
り

「本

契

約

の
船

繰

は
実

施

過
程

で
変

化

し
た

と
思

わ

れ
る

」

(
五
九
頁

)
と

、
契

約
変

更
が

あ

っ
た

こ
と

は

認
め

ら

れ

て
い
る
。

「
岩
崎

久
弥

鉱

石

運
搬
改

訂
契

約

」
な

お
、

以
下

で
使

用
す

る

一
次

資
料

は
製

鉄

所
総

務

部

お

よ
び

東
京

出

張

所
等

で
ま
と

め

ら

れ
た

諸
資

料

で
あ

り
、
現

在
駒

澤

大

学

図
書

館

に

『
日
本
製

鉄

株

式
会

社

・
漢

冶

蔀

公
司

・
裕

繁

公

司

・
石
原

産
業

海

運

会
社

関
連

文
書

』
(
以
下

『
文
書

』
と

略
す

)
と

し

て
整

理
さ

れ

て

い
る
も

の
を
利

用

し

た
。

同
資

料

の
詳
細

に

つ
い
て
は
奈
倉

、

前
掲

書
、

四
九

頁
を

参
照

の
こ
と
。

前

掲
、
『
立
業

貿

易
録
』
八

八
〇
頁

。

同
右

、
八

七
九

頁
。

「第

六
回

支
店

長

会
議

議
事

録

」

一
九

一
八
年

、
三

一
九
-

二
〇

頁
、

物
産

一
九

八
-

六
。
(
三
井
文
庫

所
蔵

資
料

-
以
下

同
)

「岩
崎

久
弥

鉱

石

運
搬
改

訂
契

約
」
(
『
文
書

』
)

佐
藤

、
前

掲
書

、
第

四
章

お
よ

び
第

五
章
参

照
。

「第

六
回

支
店

長
会

議
議

事
録

」
三

一

一
-

三

一
二
頁
。

(
20
)

「岩
崎

久
弥

鉱

石
運
搬
改

訂
契

約
」
(『
文
書

』
)

以

下
、

三
菱
商

事

の
海

運
業

に

つ
い
て
は
拙

稿

「戦
前

期

三
菱
商

事

の
海

運
政

策

」

『
専

修
大

学
社

会
科

学

論
集
』

一
八
号
、

一
九

九
六

年
を

参
照
。

な

お
、

以
上

の
点

に

関

し

て
長

沢
、
前

掲

書

で

は
、

三

菱

に

お

け

る

コ

モ

ン

・

キ

ャ
リ

ア
ー

化
と

関
連

さ

せ

て
次

の
よ

う

に
説

明

し

て

い
る
。
す

な

わ
ち

、

三
菱

の

場

合
、
第

一
次

大
戦

期

以
降

、

石
炭

輸

出

は
減

少

し

た
が

、
他

方

で

返
荷

と

し

て

の

大

冶
鉄

鉱

石

の
輸

送

は
船

舶

課

の
べ

ー

ス
カ

ー
ゴ

で
あ

る
と

い
う

理
由

か
ら
簡

単

に

は
撤

退

で
き
ず

、
往

荷

確
保

の
た

め
輸

出

向

け
社

外
貨

物

の
吸
収

が

は

か
ら

れ
た

と

さ

れ

る
。

し

か
し
、

す

で

に
述

べ

て
き

た

よ
う

に

三
菱

で
は

む

し
ろ
低

運

賃

の
大

冶

鉱

石
輸

送

量

を
当

該

期
却

っ
て
増

大

さ

せ

て

い
た

の

で
あ

り
、
社

外
荷

積

取

進

出

の

契

機

は
、

往

復
貨
物

に

関
す

る

「社
内

需

要

の
ア

ン
バ
ラ

ン
ス
」
と

い
う
よ

り
積
極

的

な

経
営

判
断

で
あ

っ
た

と
解

せ
ら

れ
よ

う
。

大
冶

と
な

ら

ん
で
原

料
供

給
上

の
重

要
性

を
も

っ
て
い
た
朝

鮮
鉱

石

の
輸

送

に

は
、

製

鉄

所
社

船

の
ほ

か
、
主

と

し

て
中

村
組

が

日

本
よ

り

の
製

品
、

石
炭

と

組

み
合

わ

せ
て
輸

送

に
当
た

っ
て

い
た
。

中
村
組
と
の
朝
鮮
鉱
石
の
輸
送
契
約
書
の
う
ち
輸
送
に
関
す
る
主
要
な
条
文
は
下
記

の
通
り
で
あ
る
。

製
鉄
所
所
属
朝
鮮
黄
海
道
股
票
、
戴
寧
郡
鉱
区
ノ
鉄
鉱
採
掘
及
運
搬
ノ
件

二
関
シ
製

鉄
所
長
官
男
爵
中
村
雄
次
郎

(以
下
単
二
甲
ト
称
ス
)
ト
左
記
請
負
人

(以
下
単
二
乙
ト

称
ス
)
ト
ノ
間

二
本
契
約
ヲ
締
結
ス

請
負
人

朝
鮮
鎮
南
浦
龍
井
町
参
番
地

西
崎
鶴
太
郎

朝
鮮
鎮
南
浦
東
四
丁
目
壱
番
地

冨
田
儀
作

朝
鮮
鎮
南
浦
東
五
丁
目
五
番
地

合
資
会
社
中
村
組
代
表
者

中
村
精
七
郎

第
三
条

採
掘
シ
タ
ル
鉄
鉱

ハ
乙
二
於
テ
保
管
シ
選
鉱
ノ
上
赤
鉄
鉱

二
在
リ
テ
ハ
鉱

石
百
分
中
含
有
鉄
分
六
十
以
上
褐
鉄
鋼

二
在
リ
テ
ハ
同
五
拾
以
上
ノ
モ
ノ
ヲ
運
送
シ
甲

二
引
渡
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

前
項
採
掘
運
搬
及
保
管
選
鉱

二
要
ス
ル
費
用

ハ
総
テ
乙
ノ
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負
担
ト
ス

第
五
条

鉄
鋼
運
搬

二
使
用
ス
ル
本
船

ハ
実
績
数
量
約
二
千
五
百
噸
以
内
最
深
吃
水

一
八
沢
六
吋
以
下

ニ
シ
テ
鉄
鉱
荷
場
二
必
要
ナ

ル
相
当
ノ
設
備
ヲ
有
シ
図
面
其
他
ノ
証

愚
二
依
テ
豫
メ
甲
ノ
同
意
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル

第

一
五
条

本
契
約
ノ
有
効
期
間

ハ
本
契
約
ノ
日
ヨ
リ
明
治
五

一
年
三
月
三

一
日
迄
ト

ス

明
治
四
五
年

一
月

一
七
日

品
質
を
限
定
し
た
鉱
石
に
つ
い
て
運
賃
込
み

の
納
入
契
約
で
あ
る
点
、
使
用
船
舶
の

認
許
制
な
ど
後
の
南
洋
鉱
業
公
司
と
の
契
約
書
と
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
点
で
興
味
深

い
。

『
石
原
産

業

海

運
株
式

会
社

二
十
年

史
』

一
九

四

一
年
、

三
-

二
五
頁

、

石
原
産

業

株
式

会
社

『
創
業

三
十

五
年

を

回
顧

し

て
』

一
九

五
六
年

、

三
九
-

四

四
頁
。

お
よ

び

奈

倉

、
前

掲
書

、

一

一
七
-

一
七
八

頁
。

「大

正

=

二
年

南

洋
鉱

業

公
司
関

係
」
(『
文
書

』
)

鉱

石

納

入
価

格

は
、

戦

後
恐

慌

に

よ

る
鉄

価

急
落

に
伴

っ
て

二

一
年

に

は

一

一
・

一
〇

円

(ト

ン
当

た
り
ー

以

下
同

)
と
な

り
、

以
後

二
九
年

ま

で

=

円
前

後
を

推
移

す

る

(奈

倉

、
前

掲
書

、

=

二
九
-

一
四

一
頁
)
。

製
鉄

所

の
白

仁
武

長
官

は
、

「製

鉄
所

鉄
鋼
資

源

之
儀

付
上

申

」
を

大
蔵

・
農

商
務

大

臣

宛

に
送

り
、

現
在

の
低
船

価

の
時

期

を
利

用

し

て
納

入
者

に
運
航

能

力

を
持

た

せ

「
成

ル

ヘ
ク
的

平

準

ノ
運
賃

ヲ

以
テ
供

給

ヲ
絶

タ

シ

メ
サ

ル
ノ
」
必

要
性

を
主

張
し

た

と
さ

れ
る

(同
右

、

=

二
三
頁
)
。

(
29
)
(
30
)

前

掲

「大

正

=
二
年

南

洋

鉱
業

公

司
関
係

」
(『
文
書
』
)

今

泉

丸

に

つ
い
て

は
、

手
付

金

の
支

払

い
が

一
九

二

四
年

六

月
五

日
、

残
金

支

払

い
は

同
六

月

一
五

日

で
あ

っ
た
。
銀

泉

丸

に

つ
い
て

は
そ

れ

ぞ

れ
同

六

月
五

日
、

七

月

一
〇

日
と

な

っ
て
お

り
、

融
資

が

承
認

さ

れ

た

一
〇

月

に
先
行

し

て
購

入
が
行

わ

れ

て

い
る
。

同
上

(『
文
書
』
)

前
掲

『
石

原
産
業

海

運
株
式

会
社

二

十
年
史

』
二
三
-

二
四
頁

。
な

お
、

松
方

は

石

原

の
鉱

石
自
家

輸

送
を
契

機

に
南

洋
鉱

業
か

ら
手

を
引

く

こ
と
に

な

る
。

南

洋

鉱

業
、

台
湾

銀

行

か

ら
製

鉄
所

宛

に

提
出

さ

れ

た
資

料

で

は
、
次

の
よ
う

に

記

さ

れ

て
お

り
、
念

書

の
内
容

は
取

り
消

さ

れ
た

こ
と

が
分

か

る
。
「
…
運

鉱
船

ハ
今

回
三
隻

ヲ
限

リ
購

入

ス
ル

コ
ト
ト

相
成

リ

公

司

予
定

ノ
計

画

二
変

更
相

生

シ
候

二
就

テ

ハ
右

船

舶

ノ
譲

渡

ハ
銀

行

ノ
同
意

ヲ
得

タ

ル
場

合
御

所

以
外

ノ
第

三
者

二
対

シ
実

行

シ
得

ル
事

二
御

了

承
被
成

下
度

…

」
前
掲

「大

正

=
二
年

南

洋

鉱
業

公

司
関
係

」

(『
文
書
』
)

(
35
)
(
36
)

同
上

(
『
文
書

』
)

「
大

正

一
四
年

南

洋
鉱

業

公
司
関

係
」
「自

大

正

一
五
年
至

昭
和

四
年

南
洋

鉱
業

公

司
関

係
書

類
」

(『
文
書

』
)

お
よ

び
奈

倉
、

前
掲

書

一
四
六
頁
。

南

洋
鉱

業

の
運
航

実
績

に

つ
い
て
は
、

同
上
書

で
詳
し

く
分
析

さ

れ

て
い
る

の

で
参

照
さ

れ
た

い
。

浅

原
丈

平

『
日
本
海

運

発
展
史

』
潮
流

社
、

一
九
七

八
年

、
三

六
八
-

三

七
四
頁

。

奈
倉

、
前

掲
書

、

一
四

八
頁
。

前
掲

『
石
原
産

業
海

運
株

式
会
社

二
十
年
史

』

一
〇

二
頁
付

表
。

日
産

汽
船

『
日
産
汽

船

の
歩

み
』

一
九
六

五
年
、

五
ー

一
九

頁
。

※
本
稿
は
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(若
手
B
)
に
も
と
つ
く
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

一45「


